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麻疹排除維持と風疹排除に向けて
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麻疹排除維持に向けて
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学校における麻しん対策ガイドライン
第二版 平成30年2月発行

https://www.niid.go.jp/niid/images/idsc/disease/measles/guideline/school_201802.pdf

・ この10年間の麻疹患者年齢分布の変化
・ 職員の麻疹対策
・ 海外から児童生徒学生等を受け入れる場合
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この10年で小児の抗体保有率は大きく変化

5



りか

２9歳6か月
（1990年4月2日生まれ）

４7歳
(1972年10月2日生まれ)

１回も
定期接種
の機会が
なかった

1回
定期接種

（個別接種）

幼児期に
医療機関で麻疹
ワクチン接種

1978年10月に始まった麻疹含有ワクチンの
定期接種制度 (2019年10月1日現在の年齢)

※幼児期にMMRワクチン
接種の場合あり

1

回

定
期
接
種
（
個
別
接
種
）

1歳

1

回
も
接
種
し
て
い
な
い

出
生

※ MR混合ワクチン：麻疹風疹混合ワクチン、MMR混合ワクチン：麻疹風疹おたふくかぜ混合ワクチン

２回
定期接種

（個別接種）

接種の時期
が生年月日
によって異なる
・小学校入学前

・中1
・高3相当年齢

既罹患者が多い

6歳6か月
（2013年4月2日生
まれ）小学校入学以
降は2回接種
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第1期、第2期麻疹、風疹ワクチン接種率
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2歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳 7歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳



2018年度第1期麻しん風しん予防接種率
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2018年度第2期麻しん風しん予防接種率
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2008年第1週～2019年第34週 週別麻しん報告数
（感染症発生動向調査より：2018～2019年は暫定値）

麻
疹
報
告
数
（
人
）
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麻疹排除認定
2015年3月27日

2019年は排除認定後
では最多の報告数



2008年 (n=11,005)
麻疹報告例はほとんどが臨床診断例でした
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2019年第1～34週（n=676)
麻疹報告例の94%が検査診断例です
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1人発生したところで保健所による積極的疫学調査と
感染拡大予防策がとられるようになった

地方衛生研究所で全例のＰＣＲ
検査が実施されるようになった
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麻疹患者累積報告数2013年～2019年第34週（感染症発生動向調査より)
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週
別
累
積
麻
疹
報
告
数
（
人
）

この傾きが緩やかになったら、
発生状況がおちついてきたと判断しています。

大阪、千葉山形
沖縄、愛知、福岡

三重
大阪
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都
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県
別
麻
疹
報
告
数
（
人
）

都道府県別予防接種歴別麻疹患者報告数、
2019年第1～34週（ｎ＝676）（感染症発生動向調査より）
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年齢別予防接種歴別麻疹患者報告数、

2019年第1～34週（ｎ＝676）（感染症発生動向調査より）

年
齢
別
麻
疹
報
告
数
（
人
）

年齢



麻疹PA抗体保有状況抗体陰性

低抗体価
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この集団がたまたま集まっ
たところに麻疹発生

学校に通っている世代



麻
疹
患
者
報
告
数
（
人
）

年齢別予防接種歴別麻疹患者報告数、

2018年第1～52週（ｎ＝282）（感染症発生動向調査より）

ここが今年との違い
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年齢



年齢群別麻疹患者報告割合
2019年第1～33週（ｎ＝674）（感染症発生動向調査より）

2018年

19

2019年

10%

31％

26％

16%
29％

26％
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病型別麻疹患者報告割合、
2019年第1～33週（ｎ＝674）（感染症発生動向調査より）

検査診断例
68％

臨床診断例
6％

検査診断例
68％

6%

69%

25%

臨床診断例 n=40

検査診断例 n=462

修飾麻しん(検査診断例) 

n=172

感染症発生動向調査 2019年8月21日現在



修飾麻疹

• 軽症で感染力は弱い（空気感染対策までは不要）

–ただし、飛沫感染・接触感染対策は必要。

–曝露者の中に未接種未罹患がいた場合、曝露者は典
型麻疹！

• 発熱のみ、発疹のみ、限局性の発疹の場合もある

• 潜伏期間が典型麻疹に比べると、やや長い

• 臨床症状のみでは診断が困難（検査診断が必要）

• 予防接種歴、約2～3週間前の行動・接触歴、周囲の患
者発生状況の確認が必要
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予防接種歴別麻疹患者報告割合
2019年第1～33週（ｎ＝674）（感染症発生動向調査より）
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予防接種歴は
多くが未接種、
接種歴不明です。
接種歴有りの
麻疹発症もありま
すが、多くが修飾
麻疹で感染力は
弱いため、
感染拡大は抑制
されます。

27%

22%

13%

38%

接種なし n=182

1回接種 n=146

2回接種 n=91

不明 n=255

感染症発生動向調査 2019年8月21日現在



患者とワクチン接種状況

接
種
率
が
50

％
の
集
団

接種歴有り 接種歴無し

麻
疹
患
者
は
多
く
、

患
者
の
多
く
は
接
種
歴
無
し

典
型
的
な
麻
疹
が
多
い

麻疹
患者

接
種
率
が
95

％
の
集
団

接種歴有り

接
種
歴
無
し

麻
疹
患
者
は
少
な
く
な
る
が

患
者
の
多
く
は
接
種
歴
有
り

修
飾
麻
疹
が
多
い
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ここだ
けが
見えま
す。
バック
は接
種歴
有りが
多いで
す。

これを見てワクチン受けても麻疹に罹る、ワクチンの効果がないと言えるでしょうか?
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麻
疹
報
告
数
（
人
）

海外感染例が多く報告されています。
渡航前に麻疹の予防接種歴・罹患歴確認を！



推定感染地域「国外」
及び「国内または国外」の国別報告数

25



Top 10*

Country Cases

Madagascar 127454

Ukraine 54246

Philippines 36253

Nigeria 24744

India** 24076

Kazakhstan 8855

DR Congo 6451

Yemen 5848

Myanmar 5029

Georgia 3874

• Notes: Based on data received 2019-08 - Surveillance data from 2019-01 to 2019-06 - * Countries with highest number of cases for the period. **WHO classifies all suspected measles cases 
reported from India as measles clinically compatible if a specimen was not collected as per the algorithm for classification of suspected measles in the WHO VPD Surveillance Standards.  Thus 
numbers might be different between what WHO reports and what India reports. 

Number of Reported Measles Cases
(6M period)：8月

World Health Organization（WHO) ホームページより

Top 10*
Country Cases
マダカスカル 127454
ウクライナ 54246
フィリピン 36253

ナイジェリア 24744
インド 24076

カザフスタン 8855
コンゴ民主共和国 6451

イエメン 5848
ミャンマー 5029
ジョージア 3874
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Notes: Based on data received 2019-08 - Data Source: IVB Database - This is surveillance data, hence 

for the last month(s), the data may be incomplete.

2019-08-07

Measles case distribution by month and 
WHO Region (2015-2019)

海外から持ち込まれる可能性が高い！！
海外渡航時に感染する可能性が高い！！

World Health Organization（WHO) ホームページより
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Notes: Based on data received 2019-08 - Data Source: IVB Database
2019-08-07

Measles case distribution by month and 
WPRO Region (2015-2019)

World Health Organization（WHO) ホームページより

28



• Notes: Data Source: MeaNS database (Genotypes) and IVB Database (Incidence) as of 2019-08-07 and covering the period 2018-07-01 to 2019-06-30 - Pie charts proportional to the number of sequenced viruses

Distribution of measles genotypes
(last 12 months):8月

World Health Organization（WHO) ホームページより

麻疹ウイルスの血清型は1つ。24種類の遺伝子型に分類。



渡航前・職場の麻疹対策
•麻疹に対して、特にハイリスクと考えられる職場

–医療機関

–保育所

–学校

–不特定多数の人と接触する職場

–海外から渡航する人々との接触が多い職場
– 事前に記録に基づくワクチン接種歴と罹患歴リストを作っておくといざという

ときに役立ちます！！⇒ 感受性者には対応を済ませておく！！

30



2019年4月19日に改訂版が告示
麻しんに関する特定感染症予防指針

31

• 医療機関、児童福祉施設等及び
学校等の職員等

• 麻しんに未罹患又は罹患歴不明

• 麻しんの予防接種を必要回数である
二回受けていない又は予防接種歴
不明

• 予防接種を受けることを強く推奨



日本小児保健協会
予防接種・感染症委員会作成

• 「医療・福祉・保育・教育に関わる実
習学生のための予防接種の考え方」
https://www.jschild.or.jp/
archives/456/

• エクセルファイルでダウンロード可能

– リスト201808_医療・保育・教
育・福祉実習学生のための予防
接種の考え方

– 調査票201808_医療・保育・
教育・福祉実習学生のための予
防接種の考え方

32

https://www.jschild.or.jp/archives/456/


風疹排除に向けて

33



風疹について

•潜伏期間：2～3週間

•感染経路：飛沫感染・接触感染

•風疹ウイルスの排泄期間：

発疹出現前1週間と後1週間

34



2019年第1～34週に報告された風しんの症状
（感染症発生動向調査：N=2,134）

国立感染症研究所感染症疫学センター風疹急増に関する緊急情報より

• 発しん 2,105 人（99％）

• 発熱 1,895 人（89％）

• リンパ節腫脹 1,228 人（58％）

• 発熱、発疹、リンパ節腫脹の 3 主徴すべて 1,097 人 (51％)

• 結膜充血995人（47％）

• 咳523人（25％）

• 関節痛・関節炎502人（24％）

• 鼻汁458人（21％）

• 咽頭痛37人、頭痛35人、倦怠感21人、下痢・水様便・軟便10人、硬口
蓋/口蓋粘膜の点状出血8人、血小板減少5人、白血球減少3人、肝炎・
肝機能障害3人、髄膜炎1人、肺炎1人等

35



届出された風しんの合併症
• 2012年

– 急性脳炎：5人

– 血小板減少性紫斑病：13人

• 2013年

– 急性脳炎：11人

– 血小板減少性紫斑病：64人

• 2018年

– 急性脳炎：1人

– 血小板減少性紫斑病：13人

• 2019年（第1～34週）

– 急性脳炎：1人

– 血小板減少性紫斑病：6人

36



妊娠2か月：35％
妊娠3か月：18％
妊娠4か月： 8％
(加藤茂孝先生：感染症の話より）
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風疹を日本からなくそう！

国の目標は

2020年度
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週
別
先
天
性
風
疹
症
候
群
報
告
数
（
人
）
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週別風疹・先天性風疹症候群患者報告数
2008年第1週～2019年第34週

（感染症発生動向調査より）

週
別
風
疹
報
告
数
（
人
）

2019年
第4週
第17週
第24週
CRSの報告3人

この時の流行で
45人が先天性風疹症
候群（CRS）を発症

2013年

2012年
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増加を続けている2019年の風疹

週
別
風
疹
累
積
報
告
数
（
人
）
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（感染症発生動向調査より）

週

41
2019

2012

2018

2013



週別風疹報告数
2019年第1～34週：n=2,134

週
別
風
疹
報
告
数
（
人
）
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第12週で1,000人を超えました

第29週で2,000人
を超えました



都道府県別風疹報告数
43

2018年1-52週：2,917人 2019年1-34週：2,134人
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男女別予防接種歴別風しん患者報告数

45

男性

女性
男性が女性の4.3倍
多い

３０代 ４０代 5０代

2018年1-52週：2,917人 2019年1-34週：2,134人

女性

男性

男性が女性の3.8倍
多い

３０代 ４０代 5０代



Top 10**

Country Cases Rate

China 28429 20.260

India 2159 1.630

Japan 2029 15.880

Nigeria 1231 6.620

Indonesia 1087 4.160

Pakistan 1028 5.320

Uganda 466 11.230

South Africa 390 6.960

Poland 372 9.730

DR Congo 351 4.460

Other countries with high incidence 

rates***

Country Cases Rate

Central African 

Republic
163 35.480

Congo 100 19.510

Liberia 42 9.100

United Arab 

Emirates
83 8.950

Yemen 201 7.290

• Notes: Based on data received 2019-08 and covering the period between 2018-07 and 2019-06 - Incidence: Number of cases / population* * 100,000 - * World population prospects, 2017 revision -

** Countries with the highest number of cases for the period - *** Countries with the highest incidence rates (excluding those already listed in the table above)

Rubella Incidence Rate per Million
(12M period)：8月

World Health Organization（WHO) ホームページより

46

Top 10**

Country Cases Rate
中国 28429 20.260
インド 2159 1.630
日本 2029 15.880
ナイジェリア 1231 6.620
インドネシア 1087 4.160
パキスタン 1028 5.320
ウガンダ 466 11.230
南アフリカ共和国 390 6.960
ポーランド 372 9.730
コンゴ民主共和国 351 4.460

Other countries with high incidence 
rates***

Country Cases Rate

中央アフリカ共和国 163 35.480
コンゴ 100 19.510
リベリア 42 9.
イエメン 249 9.030
アラブ首長国連邦 83 8.950
イエメン 201 7.290



• Notes: Data Source: RubNS database (Genotypes) and IVB Database (Incidence) as of 2019-08-07 and covering the period 2018-07-01 to 2019-06-30 - Pie charts proportional to the number of sequenced viruses

Distribution of rubella genotypes
(8月,2019:last 12 months)

World Health Organization（WHO) ホームページより
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2018年10月22日、米国CDC
日本の風疹に対してalert level 2

米国CDCホームページより 48



職業 推定感染源
2019年第1～34週：感染症発生動向調査より(n=2,134)

49

• 会社員と記載されていた人が794人
（37％）と最多

• 特に配慮が必要な職種として、

– 医療関係者が29人（看護師8人、
医療事務5人、薬局勤務4人、医師3人
、看護助手2人、歯科医師1人、薬剤師
1人、歯科助手1人、歯科医院勤務1人
、検査技師1人、リハビリ職員1人、医療
従事者1人）

– 保育士が13人

– 教職員が15人

– 警察官・警察署員が10人

– 消防士・消防署員が7人

– 自衛官・自衛隊員が7人

• 記載無しが1,597人（75％）

• 不明・不詳・情報なし168人（8％）

• 記載があった男性283人

– 「職場関連」168人で最多

– この内21人は、職場内で流行あるいは複数名の発症が記載

– 次いで、家族30人（父8人、妻5人、兄3人、母2人、子2人
、姉2人、弟2人、妹2人等）

– 友人・知人23人

• 記載があった女性86人

– 家族44人（夫11人、子11人、父4人、兄4人、母3人、妹3
人、姉2人,弟1人等）が最多

– 次いで「職場関連」25人

– この内2人は、職場内で流行あるいは複数名の発症が記載

– 友人・知人7人

• 記載があった小児 30 人

– 家族19人（父 8 人、母 4 人、兄 4 人、妹 2 人、姉 1 人
）が 最多

– 次に友人・知人 6 人

– 職場が 2 人



図３ 風疹含有ワクチンの定期予防接種制度と年齢の関係（平成29（2017）年10月1日時点）
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1962-1978年度生まれの男性
感受性者の蓄積：10年間全く変わっていない・・・

51

抗体検査事業だけでは、
成人男性の抗体陰性者は

減っていかない！
ワクチンによる免疫獲得が必要！

第
5

期
定
期
接
種
対
象
に
！
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図３ 風疹含有ワクチンの定期予防接種制度と年齢の関係（平成29（2017）年10月1日時点）
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第5期風しん予防接種

・風しんワクチンを用いることはできますが、原則
、MRワクチンを使用します。

・なお、集合契約においては、MRワクチンのみ
の使用となります。

・ワクチンは現在、増産中で、2019年秋以降
は、継続的にワクチンが追加供給されます。
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【風しんの追加的対策～目標～】

（１）2020年7月までに、対象
世代の男性の抗体保有率を85%
に引き上げる
（２）2021年度末までに、対象
世代の男性の抗体保有率を90%
に引き上げる
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【追加的対策のポイント】

特に抗体保有率が低い、昭和37年4月2日から昭和54
年4月1日までの間に生まれた男性に対し、

• 1. 予防接種法に基づく定期接種の対象とし、3年間、
全国で原則無料で定期接種を実施

• 2. ワクチンの効率的な活用のため、まずは抗体検査を
受けていただくこととし、補正予算等により、全国で原則
無料で実施

• 3. 事業所健診の機会に抗体検査を受けられるようにす
ることや、夜間・休日の抗体検査・予防接種の実施に向
け、体制を整備
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不明の場合は「いいえ」
を選択します

58



不明の場合は「いいえ」
を選択します

59
2014年4月1日以降に風しん抗体検査を受けたことがあり、
抗体価がＨＩ法で陰性あるいは1:8と低かった場合は、
抗体検査なしで第5期定期接種実施可能です。

既に罹ったと思い込んでいる人こそ、クーポン券を使って
抗体検査を受けて、本当に風しんであったかを確認してください。

風しんは罹ったと思っていても、
半分が風しんではなかったという研究報告があります。

風しんは似た病気が多くあります。

既に風しんのワクチン受けたことがあるから大丈夫と思っている人も、
是非、クーポン券を使って抗体検査を受けてください。

免疫がついていない人が一部います。

今なら、全国どこでも無料で抗体検査と予防接種を受けることができます。
住所地以外の自治体でも、クーポン券を持っていれば、検査・接種可能です。

クーポン券の有効期限は来年の3月31日までです。
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風しん第5期定期接種
• 2014年4月1日以降に風疹抗体検査を受けたことがあり、抗体価がＨＩ法
で陰性あるいは1:8と低かった場合は、抗体検査なしで第5期定期接種実施
可能。

• 既に罹ったと思い込んでいる人こそ、クーポン券を使って抗体検査を受けて、本
当に風疹であったかを確認して欲しい。

• 風疹は罹ったと思っていても、半分が風疹ではなかったという研究報告がある。

• 風疹は似た病気が多くある。

• 既に風疹のワクチン受けたことがあるから大丈夫と思っている人も、是非、クー
ポン券を使って抗体検査を受けて欲しい。免疫がついていない人が一部いる。

• クーポン券を持っていれば、全国どこでも無料で抗体検査と予防接種を受ける
ことができる。

• クーポン券の有効期限は来年の3月31日まで。
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風疹抗体価の読み替え

すべての国内市販キットで検討
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第5期風疹定期接種対象
（昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性）
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医療関係者や妊娠希望女性など
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クーポン券（イメージ）

64

引っ越して
住所が変わっ
ていると使え
ません。
再発行が必要。



厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会
基本方針部会 2019年8月7日開催
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厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会
基本方針部会 2019年8月7日開催
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厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会
基本方針部会 2019年8月7日開催

クーポン券発送者数 約646万人
抗体検査：１．９％
予防接種：０．３％

これでは風疹排除は達成できません。対象年齢の男性にお願いします。
クーポン券持って、医療機関を受診してください！！
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風疹は

風疹と先天性風疹症候群
はワクチンで予防できる病気です
あなたは風疹の予防
すませていますか？

2019年～2022年3月
の約3年間、
昭和37年4月2日～
昭和54年4月1日生まれの
男性はHI法で1:8以下（相当）
なら定期接種（Ａ類疾病）
としてＭＲワクチン接種
ができます

70



• Infectious Disease 

Surveillance Center
– Keiko Tanaka-Taya

– Hajime Kamiya

– Tomimasa Sunagawa

– Katsuhiro Komase

– Satoru Arai

– Hiroshi Satoh

– Saeko Morino

– Reiko Shinbashi

– Tomoe Shimada

– Yuichiro Yahata

– Takuri Takahashi

– Yuuki Tsuchihashi

– Tamano Matsui

– FETP members

– Motoi Suzuki

• Department of Virology Ⅲ
– Yoshio Mori

– Yuichiro Nakatsu

– Masafumi Sakata

– Noriyuki Otsuki

– Kenji Someya

– Fumio Seki

– Koji Sakai

– Maino Tahara

– Makoto Takeda
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ご清聴ありがとうございました。


